


|国際交流研究委員会

4・尋
常国
国際
委交
員涜
長初
会究
3委
か 員
ら会
永は
野 14
市 団
長に
にわ
報た
告 つ
書て
カt討

ム 議

最終報告の

要旨から

上
田
市
の
国
際
受
流
の
基
本

方
針
や
施
策
に
つ
い
て
研
究
を

し
て
き
た
上
田
市
国
際
安
流
研

究
委
員
会
は
、

m月
1
目
、
約

1
年
半
の
間

M
固
に
わ
た
っ
て

審
議
し
て
き
た
内
容
を
ま
と
め
、

永
野
市
長
に
最
終
報
告
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
報
告
書
で
は
、

特
色
あ
る
国
際
化
を
し
て
い
く

た
め
の

4
つ
の
基
本
方
向
お
よ

び
施
策
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

互
い

M
固
に
わ
た
り
研
究
を

市
内
を
訪
れ
る
外
国
人
、
外
国
を

訪
れ
る
市
民
が
上
間
市
で
も
椛
・%
に

増
え
て
い
ま
す
。
氏
間
同
体
や
大
学
、

行
政
レ
ベ
ル
な

E
で
の
国
際
交
流
や
、

国
際
化
に
対
応
し
た
事
業
も
多
く
行

わ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
で
、
市
で
は
平
成
同

年
二
月
に
市
民
各
胞
か
ら
な
る
土

m
市
間
際
交
流
研
究
委
員
会
(
常
川
軍

一二
委
員
長

・
十
五
人
)
念
発
足
。
同

年
十
二
日
に
は
中
間
報
告
が
な
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
外
国
人
向
け
の
屯
訴
で

の
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
「
テ
レ
ホ
ン

ガ
イ
ド
う
え
だ
」
、
英
文
併
記
の
観
光

案
内
板
や
市
役
所
庁
内
の
案
内
板
な

ど
の
設
置
念
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
最
終
報
告
は
、
十
四
阿
に

わ
た
る
調
査
、
研
究
、
審
議
の
結
果
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
国
際
交
流

の
基
本
五
向
ゃ
、
正
要
施
策
な

E
が
椛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

(2] 7 

4
つ
の
主
要
施
策
な
ど

11. 

同
際
交
流
は
、
ぃ
山
氏
-
人
ひ
と
り

が
快
界
に
友
情
の
輸
を
広
げ
、
同
際

開
制
併
を
深
め
、
交
流
を
通
じ
て
午
前

や
丈
化
、
必
業
に
活
h
川
を
与
え
て
地

域
の
発
展
に
結
び
付
け
る
こ
と
、
そ

し
て
叶
一
昨
に
附
か
れ
た
上
川
市
を

つ

く
り
出
す
こ
と
に
あ
る
と
忠
レ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
際
交
流
の
円
概
に

幕
づ
い
て
、
上
川
市

t
し
て
特
色
の

あ
る
倒
際
化
を
し
て
レ
く
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
、
」
と
や
』
進
め
ま
す
。

-
国
際
性
豊
か
な
人
材
育
成

①
外
凶
の
文
化
、
問
慣
、
語
学
な
E

を
学
科
す
る
機
会
を
広
げ
る
・
』

t
に

労
h
M

し
ま
す
。

②
学
校
で
の
外
凶
人
教
師
の
明
日
以
、

話
学
識
陀
の
充
実
、
教
師
の
海
外
派

逃
な

E
の
充
実
そ
附
り
ま
す
。
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伊
『

吟
各
種
の
交
流
事
業
な
ど
、
外
国
人
と
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
相
互
の
友
好
と
理
解
を

正翌盟

t外国人児童・生徒を対象に日本語教育を実施

③
一
必
択
な
ど
の
外
相
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
致
鉢

・
育
成
を
進
め
ま
す
。

@
ホ
l
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
受
け
入
れ

家
峰
の
牧
鉢

・
山
口
成
金
行
い
ま
す
。

⑤

K
性
、
民
業
従
事
打
な
E
の
市
民
、

市
職
員
の
海
外
派
泣
研
修
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

-
国
際
受
流
の
活
発
化

①
忠
の
長
い
、
同
的
を
も
っ
た
、
地

域
内
、
る
み
の
相
冗
交
涜
を
行
う
た
め

に、

小
間
・
成
'
波
山
や
必
活
問
な
ど

複
数
の
都
市
と
姉
妹
友
好
都
市
提
携

そ
行
い
ま
す
。

②
上
田
地
域
の
産
業
や
伝
統
的
な
芸

術
文
化
な
ど
を
生
か
し
た
交
流
、
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

③
企
業
の
海
外
経
済
交
流
を
進
め
、

技
術
研
修
生
の
受
け
入
れ
や
折
導
以

の
派
逃
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

④
ホ
l
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
青

少
年
交
流
を
活
発
に
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
外
向
と
の
乍
術
、
教
打
、
文
化

・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
洗
を
進
め
ま
す
。

⑤
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
外
同
人
の
紹

仰
や
交
沈
A
ぶ
な
ど
を
附
き
ま
す
。

-
支
援
体
制
の
整
備

①
民
間
国
際
交
琉
団
体
の
組
織
化
を

凶
り
、
ふ
れ
市
的
な
交
流
の
推
進
母
体

と
し
て
上
川
市
間
際
交
流
協
会
(
仮

称
)
の
設
立
を
進
め
ま
す
。

②
民
間
交
流
の
財
政
的
な
ぷ
慌
を
阿

る
た
め
、
川
際
交
流
基
令
の
例
ぷ
に

努
め
ま
す
。

③
市
役
所
に
間
際
交
流
担
内
窓
口
の

設
山
や
、
職
以
の
配
此

・
訂
以
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

④
民
間
同
体
や
企
業
な
ど
草
の
恨
交

流
引
業
に
対
し
て
、
行
政
と
し
て
も

刷
版
的
に
文
段
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
留
学
生
へ
の
物
的
支
援
や
活
躍
の

坊
の
椛
供
な
ど
和
紙
的
な
支
偲
念
行

っ
て
い
き
ま
す
。

-
国
際
性
高
い
ま
ち
.
つ
く
り

①
外
同
語
に
よ
る
案
内
ぷ
ポ
な

E
、

外
川
人
が
町
村
ら
し
や
す
〈
、
活
動
し

や
す
い
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

③
生
活
情
報
の
提
供
や
、
相
談
窓

n、

日
本
語
講
座
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

光
%
に
努
め
ま
す
。

③
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
活
動
の
拠

点
と
し
て
、
外
国
人
の
た
め
の
情
報

処
供
や
相
談
に
応
対
で
き
る
機
能
舎

も
つ
場
と
し
て
、
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
努
め
ま
す
。

④
外
国
人
観
光
客
へ
の
情
報
提
供
や

出
泊
会
議
施
設
な
ど
、
受
け
入
れ
而

で
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

で
き
る
も
の
か
ら
実
施

こ
の
杭
終
報
告
を
受
け
て
、
永
野

市
長
は
「
主
な
施
設
の
中
、
で
も
、

矩

則
的
に
、
で
き
る
も
の
、

中
・
長
期
的

に
日
ん
て
や
っ
て
い
き
た
い
も
の
と
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
皆
さ
ん
の
意

思
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
仁
尊
屯
し
て
、
で

き
る
も
の
か
ら
逐
次
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。
市
で
は
今
後
、

最
終
報
告
に
沿
っ
た
考
え
万
の
小
で
、

しし
川
市
の
特
性
ぞ
生
か
し
た
同
際
交

流
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

官年中行事などに外国人を招待

.. tア
e・ #1} + .. ‘・ ・正 u... 1 
:_~~'iL辺ふ 'i:(.J，'附
• :...!. ; ~~今.....・ムヲ許可ー也事

官教育・文化などの~流も縫進

-
問
い
合
わ
せ

I
l
-
-

企
画
課
(内
線
1
2
2
3
、1
2
2

4
)
、
秘
書
課
(
内
線
1
1
1
1
)

~E高五五五立つ

でご
国際交流という介野は、行

政・民間双方にとってたいへ

ん難しい問題を含んだ介野で

す。現在では、市民の間から

姉妹友好都市提携や国際交流

協会 ・国際交流基金の設立、

行政レベルでの担当窓ロの設

置などを望む芦が多く出てき

ています。このような市民の

声を受け止め、よりよい国際

i 交流を実現していくには、官
t 民一体となった取り組みが不

; 可欠だと思いー・1の最終
報告をもとに、 回げの国際

I 化と活性化がいっそう前進す

Lことごとと、まごι-J
7 11. 広報うえだ5.[3] 



引
在
、
上
川
駅
前
地
区
(
市
天
神

町
、
北
天
神
町
の
一
部
}
は
工
業
地
峡

や
住
居
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

今
ま
、
て
工
業
地
や
住
宅
地
と
し
て
の

上
地
利
用
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

将
米
の
新
幹
線
駅
と
し
て
の
立
地
を

考
え
、

川
途
地
域
の
変
疋
を
し
、
商

業
地
域
お
よ
び
近
隣
商
業
地
域
と
す

る
こ

t
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
尚
業
施
設
の
住
築

胤
制
が
緩
和
さ
れ
、
い
け
川M
川
の
他
物
の

建
策
も
.吋
能
に
な
り
、
ぃ
削
H
駅
前
の

刷
業
地
と
し
て
新
た
に
発
出
す
る
こ

と
が
則
的
さ
れ
ま
す
。

.
Hで
、
雄
物
の
挫
築
山
砂
川
皮
が
増

す
た
め
、
都
山
防
災
の
観
点
か
ら
、

準
防
火
地
域
に
指
定
し
、
建
物
の
新

築
な

E
の
際
に
は
、
.
定
の
基
準
を

満
た
す
防
火
基
準
を
義
務
付
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

川
途
地
域
、
準
防

火
地
域

t
も
平
成
六
年

一
月
一
日
か

ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

用
途
地
域
と
は
?

住
宅
地
、
尚
業
地
、

仁
業
地
な
ど

ぞ
定
め
、
こ
の
外
川戸
川
に
合
致
す
る
よ

う
法
作
、
て
他
物
の
川
途
を
胤
制
し
た

り
保
護
し
た
り
す
る
制
皮
で
す
。

例
え
ば
、
、
K
M
系
の
川
途
地
域
の

中
に
は
、
住
宅
の
処
築
は
吋
能
で
す

が
、
.
定
机
艇
を
必
え
る
尚
業
施
設

や
工
業
施
設
は
建
築
が
で
き
な
い
こ

t
に
な
っ
て
お
り
、
住
環
境
そ
保
護

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
工
業
専
用
地
域
に
は
、
工

業
施
設
は
建
築
、
て
き
ま
す
が
、
住
宅

や
尚
業
施
設
は
建
築
し
じ
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。

現
代
、
八
種
類
の
用
途
地
域

1
5

ペ
ー
ジ
参
照
ー
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
往
築
で
き
る
も
の
と
挫
築
で
き
な

1

・

・・

い
も
の
や
挫
へ
い
中
や
脊
砧
キ
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
お

任
い
に
同
じ
よ
う
な
也
物
が
寄
せ
集

ま
り
、
ふ
れ
体

t
し
て
安
全
で
快
辿
な

ま
ち
に
し
て
い
く
下
段
が
川
途
地
域

t
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

変
更
に
な
る
区
域

上
川
駅
の
両
側
、

|

|
線
の
同
域

約
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

1
地
図
参
照
H"で

す
。
ま
た
、
準
防
火
地
域
を
拡
大
し
、

l
l線
の
区
域
約
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

守
新
た
に
準
防
火
地
域
に
指
定
し
ま

す
。ど

う
変
わ
る
か

尚
荒
地
域
に
な
勺
た
地

.K
に
つ
い

て
は
、
刷
業
的
な
k
地
利
川
が
.川
能

と
な
り
、
今
ま
で
挫
築
で
き
な
か

っ

た
尚
業
胞
ぷ
が
也
築
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
へ
い
卒
、
谷
山
似
事
も
上

が
り
ま
す
の
で
、
九
日
川
桝
処
築
が
吋
能

・
と
な
り
、
建
築
街
ぃ
肢
が
上
が
り
ま
す
。

用
途
地
域
と

準
防
火
地
域
が

変
更
に

な
り
ま
す

[41 7 1f. 広報うえだ5.



仁
川
切
に
つ
い
て
は
.
定
川
崎
校
を
必
え

る
も
の
は
建
築
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

例
入
の
作
℃
な
ど
に
勺
い
て
は
、

建
ぺ
い
い
で
特
約
半
の
しし
外
に
よ
り
、

敷
地
を
有
効
に
舵
え
る
・
』

t
に
な
り

ま
寸
。
近
隣
尚
業
地
峨
に
失
史
に
な

っ
た

地
以
に
つ
い
て
は
、
川
向
米
と
ほ
ぼ
川

艇
の
川
途
の
建
物
が
也
て
・
り
れ
ま
す

が
、
建
ペ
レ
率
が
上
が
り
ま
す
の
で

上
地
の
いM
M
茂
利
川
が
吋
能
と
な
り
ま

す
。h 準

域物 R古

?3天
川 地
主!2ZPR
~進 l
築寸 c..

22 は
f1rめ

築
、
明
改
築
な
ど
を
行
う
場
介
、

の
肌
肢
に
応
じ
て
、
.
主
の
防
火
必
h

mrを
陥
え
て
い
る
-
」

t
が
必
要
に
な

り
ま
寸
。

現
在
の
状
況
は

引
抗
、

J
R
U越
線
の
北
側
か
ら

川
辺
.
八
円
ゲ
線
ま
で
約
一

-fh
問
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
幣
防
火
地
域
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
う
ち
中
心
尚
・川
術
約
問
ヘ

ク
タ
ー
ル

は
さ
ら
に
脱
制
の
厳
し
い

防
火
地
域
に
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

線
1
5
2
5
)

都
市
川
州
法
(
山
川 ヲ'-̂胸、

上田駅南地区

-用途地域の種類
第1纏住居専用質量緩 ・低層住宅の良好な環湧を保護す
るための地滅。

第E種住居房用地盤事・・・中高鹿住宅などの良好なl策焼を

保鐙するための地滅。

住居地盤1...宝居地のI農爆者E保護するための地盤襲。
近隣高調書地歯車・・-臼常購買施設の利便を促進するための

地主事。

商君臨飽量喜一商業、幾務などの集積を図る地媛。

準工業地織。軽工業の利便を.if!l進するための地縁。

工業地....主として工業の利便を穏進するた使双刈嫌。

工繁噂用地滋・・・工業の利便をt曾進するための地域。

..べい事とは?・・・建築面積の敵地面積に対する割合。・8積率とは?・・・延べ面積の敷地面積に対する劃合。

[5] 7 11. 広報うえだ5.



広
げ
て

因
困
の
事命な
く
す
火

舎年に入って、 1月から10
月15日現在で起きた火災は43

件、そのうち住宅(共同住宅

を含む)の火災は15件にのぼ

ります。恐ろしい火災、絶対

に起こしたくないですね。11
月9日ωから「秋の火災予防
運動」が始まります。皆さん

も、もう一度基本的なことを

見直してみてください。

炊事やアイロン

その場離れずに

須川婦人防火クラブ

手塚喜美江さん

婦人消防クラブに入って約5年ョメンパーは16人ほ

どいます。主に年4聞のポンプ操法の訓練や放水訓練、

救急法の勉強や出初め式に参加することが仕事です。

婦人のかたは、台所などで火を扱う機会が多 くありま

す。来客や電話があったら、必ず火を消す習慣を身に

つけたいですね。アイロンなどの電気製品も同様です。

火事を起こさないため、特に次のことを守りましょう。

v 
一一一火の用心7つのポイント一一一

1 .寝たばこや、たばこの投げ播てはしない
2.子どもには、マッチやライターなどで火遊び
をさせない

3.風の強いときは、たき火をしない

4.天ぷらを場げるときには、その場を絶対に離
れない

5.家の周りには、燃えやすいものを置かない
6.ふろの空だきをしない
7.ストーブの周りには、燃えやすいものを近づ
けない

広帯ラ左足ず5.11. 1 [6] 



なったら-・・火事に大むしも

-決して1'1分だけで消火しよう tしないことです。す

ばやく、部ち1fいて119番通報を。また、近所仁大声
で知らせて、助けを求めましょう。

.早く知らせる

2.早く消す
• rトJJJVJii'j火J i:.Ii、煙が 1..);へInlらないうちの消火
のことです。

・火1:天井なEに燃え移る t辺、速に拡大します。木造
の家J~で、出火してから 20分ぐらいで火に包まむてし
まいます。げI火から 3--i分が初期消火の勝負Eころ

です。

・務ち{'fいて手l捺よく行動し、近所の人に大戸・で!必般

をボめて初期消火~しましょう 。

3.早く逃げる
-炎が天井に上り始めるか、師.が天)1:にたまって、

り始めたら逃げましょう。

・慨は有毒ガスを多散に合み、 l吸い込む t神経系がや

られ、/J.:識をナ失って倒れたり、 3程忠、も起きます。煙に
をかれたら、 P'F-P及をJI二めて 1，1.くi韮:げるように。
. I:，~ t Iぷの接点などの直戸jコーナーは、慨がない空れ

の古1I分ができます。そのようなところそ選びながら、

はって進んで逃げ.ましょう 。

ド

-
1
1
9
番
に
か
け
る

t
、
す
ぐ
に
「
消
防
署

で
す
」
と
応
答
し
ま
す
。
署
員
は
「
火
弔
で
す

か
?
救
急
で
す
か
?
」

t
問
い
か
け
ま
す
。

・
そ
の
問
い
か
け
に
応
じ
て
、
火
が
な
ら

「
火
が
」
、
北
急
な
ら
「
北
九
心
中
」
と

は

っ
き
り
・
パ
い
ま
し
ょ
う
。

-
就
い
て
場
所
を
聞
き
ま
す
。

火
事
の
場
介
、
電
話
ぞ
か
け
て

い
る
人
の
住
所
で
よ
い
の

品逗
※119番は電話によってかけ方が遣います
・家庭や事務所などの電話…受日器をはずして119。

・赤 ・ピンク電話…府頭公衆.I[itiflなど t呼ばれるもの。

お/，lfの人に頼み、かぎて切り特えてから119010円は

不要。

・膏 ・黄電話一.10PJまたは1001'1を入れてから119。受-
~.r;慌をおく t お令 lま J)~ ります。ただし、緊急、j泊

予I~ボ、タン付き 'iUJ，r..の場介は、受話器を?はずし、

ボ、タンを~r[l して 11 9。

・緑(力ー ド専用 ・併

用)電話…緊急jili報ポ

タンを押して119。カ

ードやお金は不要。

で
す
。
目
標
仁
な
る
も
の

を
、
な
ん
で
も
一
斉
い
ま
し
ょ
う
。

(
多
少
離
れ
て
い
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
例・
.え
ば
『

O
O州
防
か
ら

:
=h
メ
ー
ト
ル
点
」
と
い
う
よ
う
に
)

-

「
火
山
け
だ
1
f
-
N十
〈
米
て
く
れ
」
と
パ

う
だ
け
で
屯
話
を
切

っ
て
し
ま
っ
て
は
、

消
防
署
が

Mm
り
ま
す
。
「
ど
こ
」
と
い
う
場
所
を

忘
れ
な
い
よ
う
仁
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

7 11. 広報うえだ5.(7 J 
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行
々
・
と
仁
山
け
が
進
め
・
'
り
れ
て
い
る

l.川
峨
仰

門
の
似
正
に
い
明
。
川
町
艇
に
は
す
で
に
燃
し
飢
の

色
を
し
た
-
九
が
円
か
れ
(
表
紙
写
真
て
は
F

ぱ
.
九

浮
き
の
作
業
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

、
FJhw一机
門

に
他
わ
れ
る
瓦
の
教
は
、
市
ド
瓦
だ
け
J
J
t
b
約
五

f
h止
。

t
h
J
:
ま
、
以
1
.

・
し
〉

I
L
-
-
K
5ド
ド
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J
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f
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ふ
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J
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E
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噌，vv
・-

川
上
)
に
川
〈
山
地
・
九
や
銚
.
九
-か
あ
ぽ
リ
4

達
子
酒

ま
た
陥
附
川
の
州
脇
に
あ
た
る
刷
物
て
内
目
出
北
A
W

.，
Z
 

怖
を
勺
な
ぐ
抽
出
叫
(
川
柳
川
明
}
ぷ
WAL引
が
一引

ι、

成
川
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
開
門
向
一
部
‘
で
r

は
花
山
口

工
事
の
抗
惜
の
段
階
が
ほ
ぼ
終
か

η
、
一
川
港
庁

に
人
る
と
よ
ろ
で
す
。
納
塀
は
、
作
札
一
み
が
な

ぱ
完
成
し
、
惜
の
卜
地
の
準
備
に
人
九
リ
ー
ま
す

『

ニ
れ
で
、
お
お
よ
そ
の
外
脱

ν勺
が
ぬ
る
ふ

う
に
な
円
て
き
ま
し
た
n

な
お
、
ぷ
品
川
は
米
作

・1
川
の

f
主
で
す
。
(
写
宙
開
は
川
月
悶
8
1回
目
御
影
)

や〈ら

上回域櫓門

11.14月.44日(日)

一般公開します
bとき 11月14日日午後
H湾-3時 bところ上
田城櫓門復元工事現場 t> 

その他当ヨは約四人単位

で見学していただきます(動

きやすい服装・靴でおこし

ください) t>問い合わせ

社会教育課(内線1722)

，，-c-;; 

お

お

む

ね

-・ t..._術 ご権
繍門
のの
骨内
総都
立a 。
ち杢

え告
のに
み組
にみ
カ合
がつ
入て
るい
る

伊
南
櫓
側
の
術
塀
工
市
申
。
左
宮
の
前
の
縄
巻
き
作
器
開

-
鱗 i

'櫓門の屋根に餓瓦が量産った。擬人の手によって、ていねいに慢の爾銭ヘ

[9] 7 11. 広報うえだ'5.
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メ〉

υ案内
じ〉

渡る世間は鬼ばかり Part 1……橋田寿賀子
箸のはなレ…・……H ・H ・........・H ・-・・一阿部正路

自ら閏を演すのか・・・・・・・・.............・・・・・・小室直樹

永田町仰天日記・……..…………・・・ケ二一鍋島

青い炎・…....・H ・....・H ・......・H ・-…・…山田かまち

藤田弘纂のカラコルムヒマラヤ・・・・・・・・・藤田弘墓

風療のイギリス文学

図書館8⑫o8 8 0 

------E・E・
-------EE-----------

エプロン百科

パ
ス
タ
オ
ル
を
小
道
具
に

光
っ
た
ら
薄
め
た
酢
を
/

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ア
イ
ロ
ン
の
か
け
方

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ア
イ
口
、
J

が
け
で

.
得
慨
し
い
の
は
、
襟
と
い

っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。
燃
の
縫
い
日
な
ど
に

シ
ワ
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
、
ま
ず

傑
全
体
に
議
を
吹
い
て
燃
の
市
北
側
か

ら
ア
イ
ロ
ン
を
し
ハ
分
泌
り
か
け
ま
し

ょ
う
。
こ
の
と
き
、
片
下
で
縫
い
口

を
強
〈
引

っ
張
り
、
ア
イ
ロ
ン
が
け

を
し
ま
す
。
こ
う
す
る

t
、
午
地
が

ピ
ン
と
な
り
、
表
側
が
か
け
や
す
く

な
り
ま
す
。

仕
上
げ
は
表
側
で
、

を
表
返
し
て
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
ま
す
。

こ
の
と
ち
、
傑
光
の
ほ
う
か
ら
傑
の

小
心
に
む
か
い
、
ア
イ
ロ
ン
の
光
を

使

っ
て
プ
レ
ス
し
ま
す
。
逆
に
、
傑

光
の
ほ
う
に
む
け
て
ア
イ
ロ
ン
を
か

け
る
と
、
縫
い
い
に
た
る
み
が
山
た

り
、
ぷ
に
ゆ
が
み
が
、
で
た
り
し
ま
す
。

そ
で
日
の
ア
イ
ロ
ン
か
け
は
、
川
以

初
仁
そ
で
H
に
予
を
入
れ
て
そ
で
州

を
広
げ
、
カ
フ
ス
の
誕
側
ぞ
七
分
通

り
か
け
ま
す
。
そ
の
後
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
表
に
し
、
そ
で
全
体
に
ア
イ
ロ
ン

ワ
イ
シ
ャ
ツ

…マーガレット・ドラフル

ソマリアで何が・・・・・・…・・…・...............柴田久史

マイホーム資金の上手なっくり方…一山本公喜

身近な野草を鈴植えに・..........・・・・・・・西山伊三郎

|日M'CIM戦略工場経営....・H ・....森雅俊

芝居せんぺい………・・…・・….....・H ・..村松友視

膏審牡丹燈館・…....・H ・...・H ・-…....・H ・..唐 十郎

音楽の海岸....・ H ・-…・…・……....・H ・....村上龍

囚人道路…...・H ・-……...・H ・…・……・・安部譲二

青春の門上 ・下・………H ・H ・-…H ・H ・-五木寛之

ヱンピツ画の風祭.........・・..........・・・・・・安西水丸

花に暮れて・・.............................・・・・・岩崎京子

外国人強制連行の軌跡・・…・・・………よ羽 修

ニッポン人・元気ですか…・・・……小笠原和彦

モイヤ一先生、三宅島で暮らす

…ジャック・T.モイヤー
別れのワルツ…………...・H ・..ミラン・クンデラ

百貨后が無くなる日・・…..........….....渡辺一雄

歎舞伎万華鏡...............................丸橋恒夫

笑う魚...・H ・...・H ・.......・H ・.....…………森秀人

考古学千夜一夜....・H ・-…....・H ・-…・…・・佐原 真

法隆寺建立の謎・・H ・H ・…・・…....・H ・-…高田良信

御所車....・H ・-…・・…・…・….....・H ・....岡本好古

を
か
け
ま
す
。
こ
の

t
き
、
作
し
地
が

折
り
屯

っ
た
ド
側
に
シ
ワ
が
つ
か
な

い
よ
う
仁
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一尉
山
を
ア
イ
ロ
ン
が
け
す
る

t
き

は
、
裏
側
に
パ
ス
タ
オ
ル
を
・

一つ
折

り
に
し
て
あ
て
が
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

そ
し
て
、

一同
か
ら
襟
に
む
か
つ
て
ア

イ
ロ
ン
を
か
け
ま
す
。
こ
う
す
る

t
、

シ
ワ
は
で
き
ま
せ
ん
。

色
の
濃
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
場
介
、

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た
後
、
作
ぃ
地
が
光

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
イ
ロ
ン
の

温
戊
が
い
H

川
す
ぎ
る
の
が
師
同
で
す
が
、

水
で
・
.
併
に
部
め
た
昨
を
仰
に
合
ま

せ
、
光

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ふ
るさ、

中
l
て
命
を
し
て
、
も
う
.
・
民
ア
イ
ロ

ン
を
か
け
る
・と
光

っ
て
い
る
の
が
日

立
た
な
く
な
り
ま
す
。
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ら
、

一
生
活
環
湧
諜
(
内
線
1
3
9

0
)
ヘ
ご
連
絡
を
。

マ
ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド

8
0
0
0
円

ベ
ビ
ー
カ
ー

(
A
明

)
5
0
0
0
円
1
8

0
0
0
阿
マ
少
行
待

1
0
0
0
円
1

2
0
0
0
問
マ
ベ
ビ
1
ラ
ヴ
ク

5
0

0
0
円

マ

机

米

機

5
0
0
0
円

マ

都
市
ガ
ス
レ
ン
ジ
無
科
マ
フ
ロ
ハ
ン

ガ
ス
こ
ん
ろ
無
料
マ
応
按
3
点
セ
ッ

ト

1
5
0
0
0
悶
マ
間
耐
桜
写
機
(
コ マ



成あ
功せ
.しら
安だす、
当ら手
足褒助
子めけ
るを

健康Q&A

周

回

二
歳
三
か
月
の
男
の
子
で
す
。

'E・こ
の
夏
に
お
む
つ
を
は
ず
そ
う
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

寸
け
1

一

な
か
な
か
純
の
思
う
よ
う
に
い

一
ET-
-かな
い
の
が
、
ぷ
む
つ
は
ず
し
H

で
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
て
も
、
す

ぐ
は
ず
れ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
排
尿
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
、
勝
脱
が
い

っ
ぱ

い
に
な
る
と
、
そ
の
刺
激
で
意
識
的

イ
ベ

L
ト
7
男
女
一

体

古
藤
千
絵
美
さ
ん
(
幻
歳
・岩
門
)

引

に
勝
脱
の
間
約
筋
彩
、
緩
め
自
分
の
な
志
で

俳
M

体
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
子
ど

も
の
側
に
・
』
の
よ
う
な
発
注
が
完
成
す
る

こ
と
が
排
以
の
前
提
に
な
り
ま
す
。

「
こ
の
瓦
は
ず
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ま

た
米
年
に
:
・」と、
何
も
働
き
か
け
を
し
な

い
の
で
は
、
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
む
つ

は
ず
し
を
季
節
に
‘
』
だ
わ
る
必
裂
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ヰ
く
は
ず
そ
う
と
、

一ぺ

十
分

1
一
時
間
ご
と
に
ト
イ
レ
に
連
れ
て

音
楽
は
年
齢
に
こ
だ
わ
ら
な
い
共
通
の

フ
ァ
ク
タ
ー

t
い
え
ま
す
。
音
楽
を
通
し

て
み
ん
な
が
楽
し
め
る
お
祭
り
を
、
と
い

う、」

t
で
昨
年
か
ら
九
fr町
の
伝
州
国
際

世
口
栄
村
で
「
伝
州
行
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

合
間
俄
し
て

い
ま
す
。
わ
た
し
も
実
行
委

以
の
.
人
と
し
て
、
合
川
し
、
椛
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

汗
名
人
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
バ
ン
ド
出

係
、
大
正
琴
な
ど
雌
り
だ
く
さ
ん
の
内
作

で
、
参
加
打
も
古
い
M
川
を
始
め
、
家
族
述

れ
や
お
年
寄
り
な

E
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

わ
た
し
向
身
、
似
つ
か
-
L
V

の
お
祭
り
川
町

き
で
、
上
川
を
気
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
.

い
っ
た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

お
む
つ
に
手
守
や
っ
た
り
、

も
じ
む
じ

し
た
し
ぐ
さ
を
示
し
た
と
き
、
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
ト
イ
レ
に
誘
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
朝
起
き
た
と
き
や
お
昼
夜
の
後
な

ど
仁
も
・:
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
の
ト
イ

レ
は
、
明
る
い
、
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
も

て
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

成
功
し
た
ら
、
た
く
さ
ん
蛮
め
て
や
り

ま
し
ょ
う
。
「
ど
も
は
蛮
め
れ
ば
秘
め
る

ほ
ど
れ
分
の
も
っ
て
い
る
力
を
発
抑
し
ま

す
。
ト
イ
レ
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

ふ
つ
う
の
バ
ン
ツ
に
刊
行
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
に
か
く
、
あ
せ
ら
ず
、
先
述
を
待
ち
な

が
ら
れ
立
へ
の
下
助
け
を
し
て
あ
げ
る
こ

2

と
で
す
。

マ
保
健
予
防
課

(
内
線
1
3
7
6
)

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て、

参
加
者
一

人
ひ

t
り
仁
上
川
の
良
さ
を

「見
直
し
て

も
ら
い
た
い

L
t
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ

り
ま
す
。
同
十
人
ほ
ど
の
実
行
委
品
は
ペ

ト
代
前
半
か
ら
三
十
代
崎
市r
で
、
学
生
、

O
L
、
会
社
員
、
保
付
な
ど
郷
土
を
愛
す

る
怠
欲
に
制
ち
た
メ
ン
バ

ー
で
す
。

別
性
、
ル
久
性
共
に
い
い
ム

l
ド
で
、
和

ハ
バ
あ
い
あ
い

t
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
「
引

だ
か
ら
」
「
火
だ
か
ら
」
と
い
う
芯
織
も
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
出
作
や
年
H
K
怖
が

au

的
に
取
り
仕
切
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
し
、
学
生

t
社
会
人
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

も
感
じ
ま
せ
ん
。
わ
た
し
も
合
め
て
学
生

ヒ
l
ア
l
ト
)
1
0
0
0
0
0悶
マ

犬

小
尾
無
料
マ
編
み
機
(
各
日
開
)
5
0

0
0
円
t
1
0
0
0
0
円
マ
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
(
普
通
車
)
1
0
0
0
0
円

t
2
0
0
0
0
円
マ
洋
風
便
時

(
1
か

月
使
用

・
ト
イ
レ
取
り
付
け

m)
無
料

マ
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
1
5
0
0
0
円

マ
ヒ
五
:
・
n物
(
7
成

-
K
)

マ
洋

服

(
l
必

-K
)

マ
小
川
炉
供
人
常
川
肌

(
%
)
マ
お
も
ち
ゃ
(
3
附
滅
的
後
)
マ

屯品開マ

ッ
サ
ー
ジ
般
マ
テ
レ
ピ
マ
バ

イ
ク

(
印
代
)
マ
れ
伝
市
市
{
大
入
、

f

ど
も
}
マ
石
仙
川
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
マ

-
一段
ベッ
ド
マ
ド
駄
桁
マ
主
人
予
仰

山
市
マ
ス
タ

ヴ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

d

先
着
順
に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
す
で
に
成

約
し
た
物
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

の
自
か
ら
見
た
社
会
人
は
今
大
入
。
で
あ

る
と
い
う
こ

t
で
す
。
分
別
あ
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
り
す
る

t
、
「
な
る
ほ
ど
」

t
思
っ
た
り
す
る
も
の
。

こ
の
よ
う
な
非
同
気
の
仲
間
の
ゆ
輪
仰

が
広
が
っ
て
い
け
ば
、
来
し
い
し
、
州
、
て

も
で
き
る
よ
う
な
丸
が
し
ま
す
。
そ
し
て

市
助
の
ェ
、
み
ル
ギ
ー
は
、

h
H
分
た
ち
が
蛇

む
上
地
、
し
し
川
に

J
り
を
も
つ
こ
と
。
よ

く
民
野
や
松
本
の
発
展
に
比
べ
て
「
し
し
川

は
:
・
」
と
い
う
内
を
耳
に
し
ま
す
が
、
ま

ず
み
ん
な
が
上
川
を
川
町
き
に
な
る
・』
と
か

ら
始
め
る
こ

t
が
、
今
、
必
.
裂
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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情報

日
月
も
楽
し
い
よ
/

上
田
創
造
館
ガ
イ
ド

••• 
・
親
子
写
生
会
・
写
真
撮
影
会

マ
と
き
日
川
口
日
山

-
H
n
m

(
万
円
加
初
公
ば
川

口
の

人

)

マ

と
こ
ろ
い
に
し
え
の
什
公
川
付
近
、

リ
サ
ー
チ
ハ

l
ク
付
近
、
長
池
公
川州

付

近

マ

作

品
の
応
募
締
め
切
り

日
川
川
川
川
火

・
電
気
の
謎
「
モ
ー
タ
ー
は
と
の
よ

う
に
し
て
ま
わ
る
の
だ
ろ
う
か
」
(
第

2
1
Wけ
を
川
川
」

マ
と
き

H
川
口

H
山
午
前
川
昨

マ

と

こ

ろ

お
2
科
ハ
f
%駒
山
ボ

-
星
空
観
望
会

マ

と

き

川

川

m
H山
午
後

7
的

利

分

マ

と
こ
ろ

天
体
税
制
市

-
第

5
回
「
女
性
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

マ

と

き

日

川

初
日
山

・
幻
日
刊

午
前

9
時
か
・ら
午
彼
l
時
刈
ハ
リ

マ

と
こ
ろ

ペ
ソ
コ
ン
教
本
マ
対
象

同
叩
此
以
しし
の
火
代
{
し
仁
川
市
に介状

院
か
別
訪
の
人
}
マ
定
員

初
人

マ
受
講
料

5
0

0
川

マ

申

し

日
川
陀

N
山
川
午
山
川

9
昨
よ
り

屯
却
で
そ
け
付
け
ま
す
P

-
問
い
合
わ
せ

込
み

ト
川
川
浩
航
(
岱

「
平
成
上
田
商
人
塾
」

特
別
公
開
講
座
開
催

••• 
ぃ
山
で
は
.
出
来
関
係
行
を
刈
仏
軍
仁
、

「

.kl
れ凡・
k
l
l

“吋
k

k
・.
-
-
J
b
h
r
d
q
・、氏
け円

-
U
i
-
-
‘
H
J
J
・-札
」

U
咋
小

V
O
J
l
H
H

議
体
一
を
次
に
よ
り
附
き
ま
す

マ

と

き

け

川

同
日
仰
午
後
2
昨

か
ら
川
|
川

ま

て

マ

と

こ

ろ

卜

川
出
仁
会
議
所
3
附
ホ
ー
ル
マ
内

容

地

山

、.
k
Q
m
シ
ヨ

ヴ
ヒ

ン
ク
セ

ン
タ
ー
の
品
川
打
て
仰
い州
張
、
ン
ス
テ

、
正
l
dし

ι1
~」
ご
く

J

、1
H
L
4
r
r
J
と
、，
叶1
h
g

i
刷
刊

7
.ド
n
l.t
川
和引
1
・M
い

i

hv
t
T
r
h

左
中
川
さ
ん
に
よ
る
川
出
「
ζ

れ
か
・
し

の
い
尚
史
民

M
L

マ
受
講
料

川
県
刊

た
だ
し
、
吋
け
、
テ
キ
ス
ト
代
(
?
"

川』

G
l
u
n
o
川
が
必
定
で
す
の

マ
申
し
込
み
し
附
仁

-
A
(内
線
I
l

o--

二れからの商業集積がテーマ

ゆとり創造シンポジウムユトリをもって
働きたいね。 • 

日時/11月10日(水)午後1時15分より
場所/上回創造館

4険料l'})I]'ì荷Üií/I ÌlÍJ~f f安心1I氏州 日本サッカー協会副会長〉
。労働時mn託柿川事例i発長
・';ÍffilJ時間?:O.L縮財 '1{.例企業 J<~~~
.11.~:tli.賛助金制度。)i!i川相介

. (~川 木造り(.J，'WI木造1)I呆作会)
・問い合わせ労政課(内線1411)/県労政課(fi0262話7118)/
長野労働婆準局(怨0262羽5121)

F 

t、七斗え
『

続

' fI -ン

f
省
叫
'
以
刊句
凡

... ，、
a-JU圃
費
、

--a

J

e

か
応
片

見つめてください、自分の時間。

A Y;:〈
‘・・・L
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11月27日比午後2S¥j/長野大学101教室/山梨学院大学教授 ・
宮坂広作さんによるfまちづくりと生涯学習J/保育委あり

.、.、

長野大学公開講座講演会



• 
シンポジウム

11月f日伺)午後6時45分
1:111舗道館文化ホール
内容 NHK解説主総 ・僚島庄治

さん(上田市出身)による要請議演、

パネルディスカッション

まちづく

、，

t
占

p

r

k
J

、々

若

々
、J

占
、

k
J

ヤ

‘
 「

山
の
幸
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
応
募
を

••• 
キ
コ
・
山
菜
・
渓
流
魚
な

E
の

山
の
ト
r
y
T
使
っ
た
、
お
川
り
さ
ん
の
山

地
料
開
を
弘
民
し
ま
す

マ
募
集
作
品
作
1

シ
イ
タ
ケ

・
位

シ
イ
タ
ケ

・
ナ
メ
コ

・
ゾ
パ

・
イ
ワ

ナ
・
ヤ
マ
メ

・
山
菜
矧
を
舵

っ
た
ア

f
デ

f
ア

料

開

マ

応

募

方

法

上

各ホールイベント案内 I 

-二の丸ト2 ・ ft~10762

宅----
.、
t
t
I
t
-
-
l
l
、.
J
Z

川
山
森
林
組
ヘH
{
内
線

1
1
5
9
て

て
し
ド
山
山
ト
ワ
付
け
ャ
方
芯
川
ト
小
』
万
剛
本
『

宝

お

dJl

''aι
』

i
J

・
J
A'
u
'
ι
'
・γ
A
f
・4
"
'
岬

4
K円
相
、

2
6
0
)
仁
備
え
付
け
の
中
込
山
に

記
入
し
、
日
月
初
日
仰
ま
.
で
に
地
ト
刀

い
れ
務
所
林
務
謀
内
上
小
林
業
出
興
地

峡
行
成
協
議
会
ぃ
事
務
同
へ

。

「
上
田
市
少
年
少
女

合
唱
団
」
の
団
員
に

---
k
川
市
の
常
に
子
ど
も
た
ち
の
清

ら
か
な
枇
戸
を
響
か
せ
ま
し
上
・

1

マ
団
員
資
格
小
川
r校

2
年
引

i

u
H

川
校
生
の
出
火
(
m
H
'
y
は
変
山
則
山
川
)

マ
練
習
日
何
迎
リ
附
け
午
山
川
山

内
i

H
時
川
分
マ
練
習
場
山
中
央

公
以
断
{
村
本
町
)
マ
申
し
込
み

HhK
介

(
古
今州一
}
I
s
i
s
-
)
、
上
川
町

月日 能 し 時随 入窃方法 問い合わせ

11 
有料

日 中/ 
中国銭授団公演 14: 00 

友好協会7 
(目)

12 ドイツ ・バッ八 ・ 18: 30 有料 社会教育課也 ゾリステン演奏会

13 市民会館301司年記念 13: 00 無料 市民会館出 恵袋・文芸協発表会

14 消防団音楽隊結成 13: 30 無料 消防本部!日)20周年記念演奏会

閃23 市民会館30周年記念 11 : 00 無料 市民会館
司E量産 ・文芸協発表会

誌 18: 30 
上回スキー

スキー島県薗の夕べ
クラフ

27 14: 00 
有料
繍北村

出 坂本冬美コンサート 18: 30 ~ 、 函

12 上回南子ども劇場低学
会員券

上回南子6 年例会「常国富士男と 14 : 00 
ども劇場伺) 京都フィJレ八一モ一一」

市民会館

(E
F匂
0
1
0
2
)

上lBiTi!k寧!II:lt合唱団第5回定
ーーーー『曲、w，. 

あ
な
た
も
挑
戦
/
中

国
語
講
座
の
受
講
生

••• 
IJ li 
5マ、 jと
11 と次~f'
ま き t二大
でよ"j!:
の 11り 11:
1: J J UH ìll~ 
11M l:~ t;I ，，?: 
11 11 ま ~I'I
(かすセ
，iI・ら ン
10 (i タ

1111 il'- 1 
可 2 で

-材木町トト3 ・ ~J07印

午
後
l
時

1
2
時

初

分

マ

と

こ

ろ

長
野
大
山
下
マ
申
し
込
み

日
川

l
u仰
よ
り
屯
請
で
川
大
中
小
川
地
学

問
セ
ン
タ
ー
(
岱
@
2
3
5
0
)
へ

マ
受
講
料

8
0
0
0
川
{
そ
の
他

テ
キ
ス
ト
代
2
0
0
0
川
が
必
要
}

滑らかな歌声を

自電話加人権を公売します

i lilk-バJri川 'J!J:/jによる公，えです
l b と ~ 1 1 lj;m IH')('r'liij 1り11ト 1011.¥'
i l ()~! lllIl.IIIl/.:t'J'-liIJ!J 11年J;j'lI"から) t>と

: ころ dJ ('ZJili ItJIi';7:i附会品+: l>方
j去叫す'へ1・L l>入札参加者本人(rll
，~.J~ ち) (¥:1'1[人的場fT:主、必ず本人11
! 下り会 r f: :lk と(\.JI~人 v)~IJ泌が似
! ・収税際(1/'1綿1'1(】1)

/ 11 中央公民館地区青少年
19: 00 無料 中央公民館

併IB4 育成市民のつどい

開25 上小地主義健康の集い 13: 00 無料 上田保健所
(講演とシンポジウム}

/ lE 室内楽の夕べ 室内楽を

E主楽コンサート
19: 00 会員券 たのしむ会

蜘 123'2150 

開2 
敏プ認コドグルー

自~!m木曜会発表会 10: 00 無料 儀会
>2415274 

4 
定期演奏会

大人
アンサンブル

出 アンサンブル ・ 18: 00 
700円
-ダルジヤン

ダルジャン ~'4745 

但5 
市民クリスマス ・

10: 00 無料
「世の光J

E・メッセージと音楽 ~2962 

(5 白i
国際ソロブチミスト 国際ソロブ
チャリティー 14: 30 500円 チミスト

コンサート 22>7615 

文化会館

-上田原1640・岱'e
'
llll

/ 11 東信子ども劇場 よ田爾子ど

i7 自1 特別公演
16: 00 も劇場

235896 

2B 8 第19回減南地区文化祭 9 : 30 無料
減爾公民館

i77618 

創造館

11月7日日午前10時~ 南小学校/県筆音楽隊による
パレード、遠稼恭子さんによる講演など/匂崎町中島南小創立10周年記念行事7 11. 広報うえだ5.[13] 
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地
方
自
治
法
第
1
9
9条
第
4
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
5
年
度
定
期
監
査
を
左
記
の
と

お
り
執
行
し
た
の
で
、
同
条
第
9
項
の
規
定
に

よ
り
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

上
田
市
監
査
委
員
久
保
田
直
人

同

成

沢

鎗

也

-
監
査
実
施
期
間

平
成
5
年
5
月
日
臼
か
ら
同
日
月
日
日
ま
で

・
監
査
の
箆
圏

平
成
4
年
度
に
お
け
る
財
務
に
関
す
る
事
務

処
理
の
状
況
、
契
約
お
よ
び
事
務
容
業
の
執
行

状
況
等

・
監
査
の
対
象

日

m・
謀
、
応
急
工
穆
諜

総
務
部
;
・
総
務
課
、
企
画
課
、
銀
殿
支
所
、
泡

田
支
所
、
川
西
支
所

財
政
部
:
財
政
課
、
管
財
課
(
題
国
有
線
叙
送

所
)
、
市
民
税
謀
、
資
産
税
課
、
収
税
課

民
生
部
:
・
市
民
謀
、
国
保
年
金
問
師
、
保
健
予
防

課
、
生
活
環
境
線
(
家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
)
、

渚
岨
知
事
務
所

社
会
部
・
厚
生
課
(
点
字
図
画
曹
館
)
、
高
齢
者
領

祉
課
(
相
染
問
)
、
児
富
保
宵
諜
(
乳
児
院
、
島
両

子
察
、
兜
麓
館
、
浴
田
母
子
鍵
康
セ
ン
タ
ー
、

各
保
育
園
)
、
同
和
対
策
課
、
福
祉
事
業
セ
ン
タ

ー
(
惜
祖
国
、
川
西
各
事
業
所
)
、
報
怒
察
、
高
齢

者
宿
往
セ
ン
タ
ー

(
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
)
、
川
西
社
会
福
松
セ
ン
タ
ー
、
産
院
、
沼
田

解
般
会
館
、
減
南
解
放
会
館
、
中
央
解
放
会
館

商
工
部
:
・商
工
謀
、
労
政
課
(
動
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
働
く
婦
人
の
家
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
)
、
観
光
課
、
市
民
会
館
、
公
園
管
理
事
務
所

農
政
部
・
;
農
林
謀
、
土
地
政
良
隷
、
農
村
整
備

課
(
農
村
環
焼
改
醤
セ
ン
タ
ー
)
、
農
村
下
水
道

際建
役
割
副
・
:
管
理
課
、
土
木
謀
、
都
市
計
画
課
、

都
市
開
発
謀
、
下
水
道
諜
(
下
水
浄
化
セ
ン
タ

ー
)
、
建
築
謀
、
建
築
指
導
課

交
通
対
策
局
:
・
焚
通
対
策
課
、
高
速
焚
通
課

消
紡
務
:
総
務
課
、
防
災
謀
、
普
防
第
一
間
師
、

笛
防
第
二
謀
、
毎
防
第
三
間
師
、
笹
防
第
四
諜

会
計
課

水
道
局
;
業
務
課
、
工
務
課
、
浄
水
管
理
セ
ン

タ
ー
機
会
事
務
局

教
育
委
員
会
:
・
庶
務
課
、
学
校
教
育
課
(
各
小

中
学
校
)
、
社
会
教
育
課
、
膏
少
年
謀
、
同
和
教

育
課
、
体
育
課
(
自
然
運
動
公
園
管
理
事
務
所
)
、

中
央
公
民
館
、
西
部
公
民
館
、
同
時
間
公
民
館
、

上
野
が
丘
公
民
館
、
泡
国
公
民
館
、
川
西
公
民

館
、
文
化
会
館
、
図
・
館
、
隊
物
館
、
信
濃
国

分
寺
資
料
館
、
山
本
鼎
記
念
館
、
第
一
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
、
第
二
学
校
総
食
セ
ン
タ
ー

選
掌
管
理
委
員
会
事
務
局
、
公
平
委
員
会
事
務

局
、
鐙
査
委
員
情
事
務
局
、
農
業
委
員
会
市
事
務
局

(
建
般
ヱ
穆
現
渇
怠
査
)

社
会
部
:
・
趨
尻
保
育
園
建
築
関
係
工
事
、
市
道

川
辺
町
国
分
線

・
上
田
原
白
号
線
建
設
政
良
工

事建
設
部
・
・
・
市
営
住
宅
千
随
町
団
地
建
設
関
係
工

g、
準
用
河
川
政
修
工
諸
事
(
神
宮
寺
川
)
、
御
所

公
悶
新
銭
関
係
工
穆
、
下
溜
尻
汚
水
ポ
ン
プ
場

建
設
関
係
工
窃

水
道
局
・
・
・
染
屋
浄
水
場
1
号
ろ
過
池
築
造
工
事

. . . . . . . 

. . . . . . . 

. . . . . . . . . . 
， . . . . . 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
. 
. . . . . . . . . . 
. 
. . . . . . . . . . . . . 
. . . . . . . . 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
. . . . . . . . . . 
. . 
. . . . . 
. . . . . . . . . . . . 
. . . . . . . . . . . . 

教
官
委
員
会
・
・
・
第
四
中
学
校
校
舎
矯
改
築
関
係

主

g
、
第
五
中
学
校
管
理
棟
大
規
倒
閣
改
道
関
係

工
事
、
続
下
小
学
綬
屋
内
運
動
圏
構
大
規
模
改
造

建
築
関
係
工
事

-
t
h
査
の
結
果

平
成
4
年
度
上
目
前
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

企
策
会
計
の
織
入
銀
出
お
よ
び
悶
附
腐
・
類
の

監
査
に
当
た
っ
て
は
、
財
務
に
関
す
る
窃
務
の

執
行
な
ら
び
に
事
業
の
管
理
が
法
令
に
適
合
し

適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
た
か
、
地
方
自
治

法
第
2
条
第
市
項
、
同
条
第
は
項
お
よ
び
地
方

公
営
企
鎌
法
第
3
条
の
規
定
な
ら
び
に
級
会
の

綴
決
の
忽
旨
に
の
っ
と
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
か

等
に
留
怒
し
、
関
係
諸
鰻
簿
お
よ
び
証
書
類
を

照
合
す
る
と
と
も
に
関
係
資
料
の
提
出
宝
水
め
、

関
係
者
の
説
明
を
聴
取
し
て
実
施
し
た
。

そ
の
な
か
で
事
務
処
理
よ
軽
微
で
は
あ
る
が
、

問
国
憲
ま
た
は
政
替
す
べ
き
穆
項
に
つ
い
て
は
、

そ
の
つ
ど
注
憲
ま
た
は
改
善
を
促
し
た
。
ま
た
、

特
定
業
者
と
の
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、
一
部

に
そ
の
理
由
が
不
明
確
な
も
の
が
見
受
け
ら
れ

た
の
で
細
心
の
注
憲
を
喚
起
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る。
こ
の
結
果
、
予
算
の
執
行
お
よ
び
財
産
の
管

理
な
ら
び
に
行
財
政
運
営
全
般
に
つ
い
て
逐
年

改
替
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
、
お
お
む
ね
適
正
で

あ
り
、
所
期
の
成
果
を
収
め
た
も
の
と
思
料
さ

れ
た
。ま
た
、
収
入
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
鋭
意
努

力
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
納
期
内
納
入
の
徹

底
と
累
幽
唱
し
て
い
る
釆
収
金
の
効
果
的
な
収
入

健
保
に
、
い
っ
そ
う
の
憲
を
用
い
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

経
済
の
畏
期
低
迷
化
の
な
か
で
、
行
政
需
要

の
後
雑
多
様
化
に
は
的
確
に
対
応
し
な
が
b
も、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
経
費
の
節
減
等
を
積
僅

的
に
す
す
め
、
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
に
配

憲
さ
れ
、
市
民
福
従
の
充
実
と
活
力
あ
る
郵
市

づ
く
り
の
た
め
の
市
政
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
の

成
果
を
期
待
す
る
。
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地
方
自
治
法
第
1
9
9条
第
ア
項
の
規
定
に

よ
り
、
平
成

5
年
度
の
財
政
援
助
団
体
に
対
す

る
監
査
を
執
行
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
同
条
第
9
項
の
規
定
に
よ
り
左
記
の
と
お
り

報
告
し
ま
す
。
上
田
市
監
査
委
員

同

久
保
田
直
人

成

沢

鎗

也

-
監
査
の
種
別

財
政
援
助
団
体
の
監
査

・
監
査
の
対
象

上
回
市
た
ば
こ
税
協
級
会
、
社
会
福
祉
法
人

恵
仁
福
祉
協
議
会
、
川
西
商
工
会
、
上
田
市
中

核
農
業
者
協
議
会

-
t
融
資
実
施
期
間

平
成
5
年
9
月
四
日
か
ら
同
叩
月
日
日
ま
で

・
監
査
の
概
要

担
当
課
か
ら
平
成

4
年
度
の
関
係
書
類
、
調

官
官
の
提
出
を
求
め
、
衡
助
金
の
算
定
、
決
定
お

よ
び
焚
何
等
関
係
者
か
ら
説
明
を
聴
取
し
、
こ

れ
が
、
適
正
に
融
執
行
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

監
査
を
行
っ
た
。

・
監
査
の
結
果

市
補
助
金
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
受
付
の
目

的
お
よ
び
穆
業
計
画
に
嚢
づ
き
、
適
正
に
抽
執
行

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
も

正
確
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

[14] 7 11. 広範うえ定5.11月6日-12日は“年金週間"22222232X253濯銘15252j。



川はみんなの財産。 一人

ひとりの手で川を汚れから

守りましよう。信濃川を守

る協議会では各種団体に協

力をいただき、 11月9日開
県下一斉河川lパトロールを
行います(年2回)。
t>問い合わせ生活環場諜

(内線1389)

• 
ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
9
月
届
け
出
分
・
叡
概
略
)

児

玉

克

一

四

前

山

部

工

藤

郷

子

中

野

田

矢

れ

川

智

夫

泉

平

田

竹
沢
ふ
じ

い

柳

沢

市

大

沢

サ

ヨ

小

泉

部

古

沢

与

市

蛇

沢

町

京

野

倉

太

岩

門

日

相

良

一

之

助

北

常

岡

町

宮

沢

宗

男

下

回

明

必

瀬
川
繁

綴

鎌

岡

山

河

、，

「
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
」

外
国
語
版
ス
タ
ー
ト

••• 
市
で
は
、
山
月
か
ら
在
住
す
る
外

国
人
に
、

生
活
に
官
着
し
た
情
報
を

電
話
で
提
供
す
る
フ
ア
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
う
え
だ
(
外
国
語
版
)
」
を
始
め
ま

し
た
。
外
国
語
版
は
、
英
一詩
、
中
国
語
、

ポ
ル
ト
、
万
ル
語
に
よ
り
、
ご
み
処
組
、

総
沢
和
忠

志
引
い
叫
幸
子

原
沢
重
則

大
烏
降
夫

坂
部
た
つ
お

村
井
四
之
助

川
合
良
線

胡
正
月

一
江

池
聞
制
服
枚

飯
島
恭
凶
郎

指
山
は
る

山
崎
マ
キ

山
間
ケ
サ
ヲ

酒
井
省
三

中
沢
と
ら
の

宮

口

問

藤
之
木

同点仙
沼
町

中
。
m
間

四
前
山

中
作
山
田

川
辺
町

中
吉
田

下
山
滋
賀

刷
版
庇
町

出
ル
拘
，

l

l

 

中
常
回

路

入

秋

利
中
之
条

91 73 86 99 86 78 78 60 62 78 81 53 51 45 55 

坂
尻
昭
夫

藤
井
か
ね

{
呂
細
胞
直

m玉
勝
男

尾
沢
今
朝
雄

+M平
敏
男

前
間
総
花

倉
坂
道
敏

小
松
い
お
り

花

開

功

初
悶
富
士
子

山
越
川
町
英

磯
部
幾
審

武
井
保
昇

菊
池
林
三

電
話
、
郵
便
な
ど

M
項
目
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

使
用
方
法
と
情
報
項
目
令
記
載
し

た
コ
!
ド
表
を
お
分
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
外
国
人
ぞ
雇
用
し
て
い
る
企

業
や
留
学
生
が
い
る
大
学
な
ど
で
必

要
な
場
合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

秘
書
課
(
内
線
1

1
1
2
)
 

烏長事rr国下 IlJ上 iili林上県御悶五新
場 小駈之 新
UIJ 島田分烏口尻野郷手坪所 arr)111悶

上回:;偏諸絢

25-扮'85 71 77 74 84 80 51 80 8 73 70 89 77 85 49 

保
屋
野
千
代

密

保

野

町

依

閃

辰

己

赤

版

部

林

満

ち

江

下

水

・

郷

剖

江

尻

震

人

鷹

匠

町

M

佐

藤

道

子

御

所

ω

柳

聞

方

市

川

新

凶

臼

小
宮
山
志
げ
子
掘
削
間
待

宮

崎

史

秋

利

引

円

塚

回

ト

リ

ヨ

下

青

木

市

赤

羽

門

小

泉

川

四

…
茅
好

末

人

減

訪

部

η

土
口
腹
義
市
町
八
木
沢
田

商

務

泌

総

久

保

林

河

泉

つ

る

予

神

鋼

臼

池

間

千

鶴

江

野

倉

前

日
月
は
全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間

••• 
日
月
は
、
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
」
で
す
。
月
間
中
、
各
地
域

、
で
、
①
青
少
年
育
成
自
治
会
懇
談
合
、

②
青
少
年
育
成
市
民
会
議
地
区
集
会
、

③

一
日
補
導
(
補
導
委
員
の
体
験
)
、

④
有
害
環
境
チ
ェ
ッ
ク
、
と
い
っ
た

活
動
を
行
い
ま
す
。
背
き
ん
で
参
加

し
て
、
明
る
い
家
庭

・
地
域
を
つ
く

り
・
ま
し
ょ
・
フ
。

ま
た
悩
み
ご
と
は

談

」

(
宮
⑫
8
0
8
0
)

く
だ
さ

L
。

マ
問
い
合
わ
せ

1
7
3
2
)
 

「
青
少
年
相

を
ご
利
用

青
少
年
諜
(
内
線

ヘj
ノ

・

「
大
宮
さ
ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ

集

記
J

て
い
る
科
野
大
宮
社
。
我
が
家
は
、

制

後
」
そ
と
か
ら
直
線
距
拙
離
で
百
メ
ー
ト
ル

/
ー

ほ
ど
。
十
月
十
八
日

・
十
九
日
は
毎

年
、
大
宮
さ
ん
の
お
祭
り
な
の
だ
が
、
す
っ
か

り
忘
れ
て
い
た
。
と
の
へ
ん
で
は
、
大
宮
さ
ん

の
お
祭
り
に
は
『
蛇
こ
く
』
を
食
べ
る
風
習
が

あ
る
よ
う
だ
。
風
習
に
こ
だ
わ
ら
な
く
な
っ
て

い
る
の
か
、
う
ち
で
は
最
近
食
べ
て
い
な
い
。

そ
う
い
え
ば
、
大
宮
さ
ん
の
お
祭
り
で
必
ず

買
っ
て
い
た
も
の
が
あ
る
。
バ
ナ
ナ
の
上
に
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
か
け
た

「チ
ヨ
コ
パ
ナ
ナ
」
と

「た
れ
付
き
お
で
ん
」
。
お
こ
づ
か
い
を
も
ら
っ

て
よ
く
寅
っ
た
。
な
ん
と
な
く
、
ま
た
食
べ
た

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
(
に
し
ざ
わ
)

市
職
員
人
事

異

動

月
1
白
付
け

-
部
長
級

マ
役
会
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
〈
受
通
対

策
局
長
〉
中
沢
富
彦
マ
受
通
対
策
局
長
ハ
資

産
税
課
長
〉
鈴
木
誠
一

-
課
長
級

マ
資
産
税
課
長

〈
高
齢
者
福
祉
課
長
〉
滝

沢
勝
重
マ
高
齢
者
福
祉
課
長
兼
福
祉
穆
務

所
高
齢
者
福
祉
課
長
ハ
川
西
公
民
館
長
〉
佐

族
邦
夫
マ
川
西
公
民
館
長
兼
川
西
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
館
長
ハ
企
画
課
課
長
繍
佐
兼
企

画
関
護
係
長
〉
申
利
明
久

-
課
長
繍
佐
級

マ
厚
生
課
課
長
繍
佐
策
福
祉
係
長
兼
福
祉

事
務
所
厚
生
課
福
祉
係
長
(
国
保
年
金
課
課

長
繍
佐
兼
保
険
税
係
長
〉
長
沢
知
熊
マ
教

湾
委
員
会
穆
務
局
学
校
数
育
課
課
長
繍
伎
兼

学
務
係
長
楽
教
育
相
談
所
長
〈
財
政
課
課
長

凋
佐
策
予
算
係
長
〉
武
禽
芳
湾

-
係
長
級

マ
企
画
課
企
画
調
謹
係
長
(
福
祉
係
長
)

関
利
幸
マ
財
政
課
予
算
係
長
兼
財
務
係
長

ハ
柱
会
教
育
課
文
化
係
長
〉
中
村
樽
美

マ

国
保
年
金
採
保
険
税
係
長
〈
鈎
労
青
少
年
ホ

ー
ム
館
長
)
武
井
繁
樹
マ
勤
労
湾
少
年
ホ

ー
ム
館
長

〈
学
絞
殺
湾
諜
学
務
係
長
)
山
崎

縫
筆
マ
殺
湾
委
員
会
事
務
局
社
会
毅
湾
際

文
化
係
長
ハ
下
水
道
線
主
査
〉
岡
田
洋
一

-
以
前
に
録
画
し
た
ビ
デ
オ
を
穿
(
ほ
じ
く
)

り
返
し
て
い
た
ら
、
小
津
安
二
郎
監
督
、
原
節

子
主
演
の

『晩
秋
』
が
出
て
き
た
。
う
す
う
す

内
容
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
早
速
再
生
ボ
タ
ン

を
押
し
て
み
た
。
臼
曜
日
の
朝
だ
。

冒
頭
だ
け
見
る
つ
も
り
が
、
い
つ
の
間
に
か

ラ
ス
ト
シ
l
ン
に
入
っ
て
い
た
。
父
と
銀
の
二

人
家
族
。
婚
約
が
よ
う
や
く
決
ま
っ
た
も
の
の
、

ま
だ
結
婚
に
踏
み
切
れ
な
い
娘
が
『
お
父
さ
ん

と
暮
ら
し
た
い
の
。
結
婚
し
な
く
て
も
い
い
の
』

と
本
琶
を
漏
(
も
)
ら
す
。
父
親
の
笠
智
衆
が

と
う
と
う
と
な
だ
め
、

民
取
後
に

「幸
位
に
な
る

ん
だ
よ
」と
笑
顔
で
応
え
る
。
|
|
う
ー
ん
、
な

か
な
か
感
動
的
だ
。
父
親
の
肩
が
寂
し
か
っ
た

が
、
す
が
す
が
し
く
も
あ
っ
た
。
(
せ
ま
)

派遣期聞は2年間。募集人員は全国で1.000人。募集期
限は11月30日制/察庁国際諜合0262⑮7173青年海外協力隊員を募集7 11. 広報うえだ'5.[151 



商都・北部・西部・泡尻
川辺・泉田・神科・霊殿

束事s.中央・減下・待川
縮図 ・川西

10月16日付けr広報J8ペーシrll月の乳幼兜鍵康診査』で次のとおり訂正します。H11:おわび
海困地区・11月5日r3歳Jをrlml6カ、月」、川西地区・11月81ヨr3か月』をr3肩車川こ。
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・窪田成将くん
(9か月・御所〉

「よく食べて、よく寝る
子です。お父さんが帰っ

てくると、すごく・んだ
り、表情がでてきました」
と、母のあつみさん。

保健診tt
保健予防諜(内線 1374)

-子宮がん横診

30;援を過ぎたら、年に 1l!!11ま子1:fがん検診を受ける
ようにしましょう。

1>対象 30J車以上の女性1>費用 矧却し000円、5担割;

t体部1，700rQ (70，議以上の人は無・料。'"1:活保護1U:.:，}、
市民税非課税l!t.:l}の人は保健r防Aで無事:1券を jeh・)
1>受診場所 |、・ 4長の医療機関 C'l~liíj に述絡をテ)

-子宮がん検診実施医療機関 (50音順)

医療機関名 :電話m号 医療割盟関名 目電話番号

上田市産院→~22-1573 i 長岡産婦人科医院 22-4370
よ田原クリニック :26-3511 新美産婦人科:35-0012 

共立産婦人科医院:22-8480 服部産婦人科医院:24-2830 

国立葉信病院 :22-1890 三 浦産婦人科 :22-0350 
-争

g 回 医 院 :22-1158 三好町産婦人科医院 ・23-2381

-三種混合予防接種 (予備日)

1>対象 | 期=今年の~ )~か ら 10 1 Jまで、のうち、 2 

1111しか受けていない幼児ω 2期 = 1 J加則U則l終 n後表、 lは2カか.J川l 
を経過しTたJ幼y児己(tた:.tだJご，し 5議、下ド3オ米t長亡i向削L 1>接種時間 午
後 11時侍3初0分-211時1砕年拘3却O分 1>その他 馬駐主ι争J巾』
aボ|ドiてで、の米場はごj述韮l峨嘩嘩t< t，だゴさい。
・三種混合予防接種目程表

市保健センター

国麻しん(はしか)予防接種

1>対象 ①杓反3年lOJj1 11から同4年 3月311Jま

でに生まれた幼児②平成:;.11". 9 1 J 30 fl以前に生まれ、
麻しんまたは[¥fMRの予防按極を受けたことのない幼

児(ただし 6歳米満) 1>実施期間 11月30[j (刈まで

(お子さんの他Mt状態のよい1I{t'選んでください)
1>実施場所 別ぷの委託医療機関(事前に電話などで

述給してカ・らお受けくださも刈械柏料金I.H熊本斗で.す。

1>持ち物 I:t (-健康手l版、 H: J ，~~烈(委託医療機関に

もあります) 1>接種上の注意 みちゃん手帳の'1'に

ある予防接極t乏ける前、受けたf去の注意事項をご覧
< tごさいω

どうぞお受けください/一「 ノイ司弘

自分の歯P自分のロに会っ 1 /~ ョ，-
与え;:z;7L27Jiゐph
にとても大切ですJ 匂~l"" ~、q:

市でlよ、歯科医師と歯科衛 ~ ...J 

E皇位占カ同訪問し、無料 一

;iturft舞 JII
[>利用できる人 在宅寝た

きり者およひ盟主E心身障害者

[>申し込み・問い合わせ

保健予防線 (内線1372)

広揮う左足:'5.11. 1 [16l 
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